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 様式３ 

論  文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （  龍  野   洋  慶  ）

論文題名 高齢期における高血圧と糖尿病の認知機能との関連について

論文内容の要旨 

【目 的】 先行研究において、中年期高血圧が高齢期の認知機能低下に関連するとの報告は多いが、高齢期高

血圧と認知機能との関連は一定した結論が出ておらず、糖尿病との合併が認知機能に与える影響についての報告

もほとんどない。そこで本研究は、高齢者を対象にした長期縦断疫学（Septuagenarians, Octogenarians, 

Nonagenarians Investigation with Centenarians ; SONIC）研究において、70歳と80歳の一般住民を研究対象と

し、高血圧と糖尿病の認知機能との関連について横断研究を行い（研究1）、更に3年後の追跡調査による結果から

縦断研究を行い（研究2）、それらの関連を明らかにすることを目的とした。 

【方 法】 研究1では、SONIC研究の調査(無作為抽出)に参加した2010年69-71歳：1,000人と、2011年79-81歳：

973人を研究対象とした。研究2では、70歳対象者のうち3年後の追跡調査に参加し、脳卒中、心血管疾患、腎疾

患、認知症を有する者を除外した454人を研究対象とした。調査内容は、性別、収縮期血圧、拡張期血圧、血糖

値、HbA1c、血清アルブミン、総コレステロール、LDL-c、HDL-c、TG、認知機能(評価尺度Montreal Cognitive 

Assessment - J; MoCA-J)、食塩摂取量、脂質摂取量、外出頻度などとした。分析手順として、年齢、血圧コント

ロール状況で層別化し、認知機能を予測する因子を検討するため、従属変数をMoCA-J合計点とした重回帰分析を

行った。 

【結 果】 研究1では、70歳では高い収縮期血圧が低い認知機能（MoCA-J合計点）と有意に関連し、80歳では血

圧値と認知機能との間に有意な関連はなかった。血圧コントロール状況で層別に解析したところ、70歳では血圧

コントロール不良群(140/90mmHg以上)において、高い収縮期血圧が低い認知機能と有意に関連するが、血圧コン

トロール良好群(140/90mmHg未満)では糖尿病を有することが低い認知機能と関連していた。一方、80歳では血圧

コントロール状況で層別に解析しても、血圧や糖尿病は認知機能との間に有意な関連はなく、血清アルブミンが

高いことと高い認知機能が有意に関連していた。また、70歳と80歳ともに外出頻度が多いことと高い認知機能と

の間に有意な関連があった。次に研究2では、ベースラインで糖尿病を有する場合、3年後の認知機能が有意に低

く、更に高血圧を合併している場合、3年後の認知機能がより低下することが明らかとなった。 

【結 論】 70歳程度の前期高齢者では、高血圧と認知機能には有意な関連が示され、糖尿病は血圧コントロー

ルが良好な集団において有意に関連し、更に70歳時点で糖尿病を有する場合、高血圧を合併すると3年後の認知機

能低下により強く関連することが示唆された。 
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論文審査の結果の要旨及び担当者 

氏  名  （    龍 野  洋 慶    ）  

論文審査担当者 

 （職） 氏        名 

主 査 

副 査 

副 査 

教授 

教授 

教授 

神出 計 

木原 進士 

清水 安子 

論文審査の結果の要旨 

【目的】先行研究において、中年期高血圧が高齢期の認知機能低下に関連するとの報告は多いが、高

齢期高血圧と認知機能との関連は一定した結論が出ておらず、糖尿病との合併が認知機能に与える影

響についての報告もほとんどない。そこで本研究は、高齢者を対象にした長期縦断疫学

（Septuagenarians, Octogenarians, Nonagenarians Investigation with Centenarians ; SONIC）研究において、

70歳と80歳の一般住民を研究対象とし、高血圧と糖尿病の認知機能との関連について横断研究を行い

（研究1）、更に3年後の追跡調査による結果から縦断研究を行い（研究2）、それらの関連を明らかにす

ることを目的とした。【方法】研究1では、SONIC研究の調査(無作為抽出)に参加した2010年69-71歳：

1,000人と、2011年79-81歳：973人を研究対象とした。研究2では、70歳対象者のうち3年後の追跡調査

に参加し、脳卒中、心血管疾患、腎疾患、認知症を有する者を除外した454人を研究対象とした。調査

内容は、性別、収縮期血圧、拡張期血圧、血糖値、HbA1c、血清アルブミン、総コレステロール、

LDL-c、HDL-c、TG、認知機能(評価尺度Montreal Cognitive Assessment - J; MoCA-J)、食塩摂取量、脂質

摂取量、外出頻度などとした。分析手順として、年齢、血圧コントロール状況で層別化し、認知機能

を予測する因子を検討するため、従属変数をMoCA-J合計点とした重回帰分析を行った。【結果】研究1

では、70歳では高い収縮期血圧が低い認知機能（MoCA-J合計点）と有意に関連し、80歳では血圧値と

認知機能との間に有意な関連はなかった。血圧コントロール状況で層別に解析したところ、70歳では

血圧コントロール不良群(140/90mmHg以上)において、高い収縮期血圧が低い認知機能と有意に関連す

るが、血圧コントロール良好群(140/90mmHg未満)では糖尿病を有することが低い認知機能と関連して

いた。一方、80歳では血圧コントロール状況で層別に解析しても、血圧や糖尿病は認知機能との間に

有意な関連はなく、血清アルブミンが高いことと高い認知機能が有意に関連していた。また、70歳と

80歳ともに外出頻度が多いことと高い認知機能との間に有意な関連があった。次に研究2では、ベース

ラインで糖尿病を有する場合、3年後の認知機能が有意に低く、更に高血圧を合併している場合、3年

後の認知機能がより低下することが明らかとなった。【結論】70歳程度の前期高齢者では、高血圧と認

知機能には有意な関連が示され、糖尿病は血圧コントロールが良好な集団において有意に関連し、更

に70歳時点で糖尿病を有する場合、高血圧を合併すると3年後の認知機能低下により強く関連すること

が示唆された。このことより高齢期における高血圧や糖尿病といった生活習慣病と認知機能障害の関

連は年代によって違い、さらに栄養状態や社会参加の指標ともいえる外出頻度などの関与も指摘され

たため、認知症の予防や進展防止をしていくために高齢期でも生活習慣病の管理を行っていくのみで

なく、十分な栄養を取り社会参加を促すといった取り組みも認知症を減らし、健康寿命の延伸に繋が

ると考えられた。本研究は大変重要であり保健学博士の学位授与に値する研究であると判断した。


